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高機能自閉症児における社会性の発達と描画の変化

大城理恵神園幸郎

SocialDevelopmentandChangesofDrawmg
●

ｉｎHigh-FunctiomngChildwithAutism

SachiroKamizonoRieoslliro

本研究は、高機能自閉症児における社会性の発達と描画の変化の関連性について明らかにすることを目

的とした。社会性の発達については、自己認知・他者認知の発達を基盤として分析し、描画の発達変化に

ついては､描かれている対象及び内容、描画方法などから認知的背景を分析した。その結果､社会性の発

達については、（１）'１行為と情動の随伴的他者理解Ⅱ（2歳６ケ月から４歳３ケ月)、（２）Ⅱ意図的行為主体と

しての他者理解'１（４歳４ケ月から６歳８ケ月）という二つの時期に区分された。一方、描画については出

現頻度の高かった人物画、アニメのキャラクター、電柱を主な分析対象とした。その結果、描画の発達変

化は、（１）'１取り込みの描画'1（2歳７ケ月から４歳３ケ月)、（２）’１内面が投影さ才]た描画Ⅱ（4歳４ケ月か

ら６歳８ケ月）という質的に異なる二つの時期に分けら才]た。社会性の発達と描画は、ほぼ同じ時期に質

的な転換が出現することから、対象児の描画とりわけ人物画の発達変化は､社会性の発達をよく反映すｉ

ることが明らかになった。

Ｉはじめに

因を突き止めるための生理学的研究が盛んにな

ってきた。これを、コペルニクス的転換と呼びこ

れまでの自閉症概念が大きく覆された。

しかし、１９８０年代に入ると言語障害のみから

は社会性の障害が生じないことが明らかになっ

た。以前から、先天性の言語の遅滞を来す発達性

言語障害の児童の中で、特に受容型と呼ば才lる、

言語理解の先天性障害があって言葉が遅れるタ

イプの児童と自閉症児が類似した病態を示すこ

とは指摘されていた。しかしながら、この両者に

おいて厳密な比較を行ってみると､社会性の障害

という側面においては､両者は全く異なる病態で

あることが明らかにされた(Cantwemet

a1.,1898)。発達性言語障害児においては友人を作

ることに大きな障害はなく、また非言語的なコミ

ュニケーションにも問題がなかった。一方、自閉

1．自閉症研究の流れ

自閉症研究は、１９４３年に米国の精神科医

Kannerによって１１例の症例が報告されたこと

に始まる｡Kannerはこの11名の示す病態を早期

幼児自閉症（eaxlyinfantileautism）と名づけ、

その特徴として、極端な対人的孤立､特異な言語

の問題、同一性保持の脅迫的な欲求､物に対する

巧みさなどをあげた。Kalmerはこれを、母子関

係の枠組みで捉えるなど心因性の障害であると

し指導法も完全受容的な遊戯療法が主流となっ

た。1960年代に入ると、米国のＲｕtterは、先天

的な器質障害によって生じる認知言語の障害を

自閉症の一次的障害であるとみなし､対人関係の

障害はそれによって引き起こされる二次的障害

であるとした。このＲｕtterの見解により言語訓

練等を中心とした行動療法や､脳の機能障害の原
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症児の場合は社会的なコミュニケーションは制

限されていた｡､このような所見が示すことは、自

閉症の中心は社会性の障害であり、言語認知障害

説による二次的な障害として社会性の問題が生

じるのではなく、社会性障害を一次的障害とみな

す考え方であった。このような流れはKamerヘ

の回帰と称されている。１９８０年代に入ると、

BaronCOhenら(l9S5)や、Hitllら(1989）が提唱

した、『心の理論(theonyoflnind)』の観点から自

閉症児の社会性障害に迫ろうとする研究が主流

を占めるようになった。心の理論とは､他者の行

動の背景に感情、意図、欲求､信念などの心の状

態が存在することが分かるというものである。

Bamn-Collenら(1985,1986)は、自閉症児は他者

が「思うbelieve｣、「期待するexpect｣、「望む
want｣などの心的活動を行うことを理解できな

い、つまり他者の心を理解することが苦手である

ことを発見した。

麻生(1996,1997)は発達心理学の見地から、自

閉症児の「心の理論」障害説を検討し、自閉症児

たちは､対象の認識を分かち合おうとすること白

体を目的とする行為や、自己を他者と同型的な存

在として組織化する模倣行動、象徴的な“ふり，,

行為が、本質的に苦手であることを指摘してい

る。そ才lらの「対象の共同化｣や「自己と他者の

同型性」の障害は､個と社会の原初的な関係性を

はらむ身体において、関係性のなかで自己が組織

化される過程が障害されることを意味するので

あり、そこに自閉症児が越えることができない壁

がると指摘している。つまり、「心の理論」が提

示する「他者のこころを理解することの障害｣と

いう見解は、自閉症児が抱える社会的な関係性に

根ざすことより早期の発達困難について､何も説

明しえていないということである。

今日では、「心の理論」獲得の基盤ともなる、

発達初期の模倣行動や共同注意、さらにこれらの

社会的コミュニケーションを支える自己と他者

の分化及び自己･他者認識の獲得過程を明らかに

していこうとする研究が主流となっている。

一方で、自閉症者自身の自伝や回想が数多く公

表されるようになった。自閉症の特異な内的世界

が語られるようになり、彼らと関わるものに大き

な衝撃を与えることとなった。

そこで筆者は、自閉症者の“表現，，に着目し、

彼らの内的世界を探る手段の一つとして描画を

取り上げた。

2．一般的な描画研究

一般的な描画の研究は､年代別に見ると大きく

３つの流れに分類できる｡初期の頃の描画研究は、

絵を心理的水準つまり知能指数の面から検討し

ようとした。代表的な心理検査として、

Goodenougll(1926）が考案した人物画検査のraw

aManpAM)は､人物画を知的成熟度のものさし

の一つとして捉えた。身体パーツの数､そのプロ

ポーション、主要部に対するくっつけ方によって

得点化していくという方法であった。また、

MachoveIn949)が考案した人物画検査は「人物

画は環境の中の自己や身体の表現を表す｣そして

「人物画を構成する合成されたイメージは､その

細部のすべてにわたって自己と結びついている」

伽aCllovemQ1951)という仮定に基づき、パーソナ

リティを測定するための有効な方法と考えられ

た。第二の流れは、「投影的」観点から絵を見よ

うとするもので､精神分析学的アプローチによる

ものであった。そして、１９７０年以降になると発

達的観点から絵を分析する研究が表れた｡東山ら

は年齢によって絵の表現が異なり、独特の表現と

表現のなかに発達の道筋があることに着目した。

そして子どもによって多少の違いはあるが、どの

子どもも基本的に同じ道筋をたどるとして子ど

もの絵の発達段階をまとめている。また絵の発達

を考えるうえで､子どもの絵の発達や発達段階に

は111頁序性があるが､あくまで一般論であって個々

の子どもによっては少しずつ異なる。成長の早さ

には個人差があり、絵の表現の発達が異なり、指

導の仕方や文化的環境によっても異なる。いいか

えれば、子どもの言舗肋の発達にしたがって、白
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らが内在している発達のプログラムによって成

長していく生得的・普遍的な要因と、子どもが生

きていく生活環境･教育文化環境などによる要因 篭蟻}lfiii;iiij鬘lil篝ill1l
と､両面から総合的に発達していく。したがって、

あくまで一つの目安であって、個々の子どもによ

って多少の個人差があるので､固定化して考えな

いようにすることとしている。

を驚くほどの正確さと手先の器用さでもって描

いており、－一般的な描画発達に見られるなぐりが

きなどの段階をすべて飛び越しているようだと

SeIfbは述べている。しかし、Nadiaは年長にな

り言語計鰊を受けるようになると､言語能力の改

善とともにこれまでの描画が稚拙なものになっ

たという。また、木原(1990)もある自閉症男児の

描画の変遷について興味深い報告をしている｡そ

の自閉症男児は、５歳のときにすでに遠近法を用

いた絵を描くことが可能であったが､コミュニケ

ーションが取れるようになった小学校２年生の頃

には描画が稚拙になったという。一方､普久原は

小学部の頃に担当したある自閉症女児の事例を

報告している。この女児は､誰とも目線を合わさ

ないが鏡の中の像を見ることだけには関心を示

しており、鏡の中では鏡の中の自分や他者をもつ

れ込んで遊べるようになったという。その頃描い

た人物画の顔は､数字や文字一宇など記号化され

たものであった。しかし、高等部になり対人関係

にも広がりが見られるようになると描画にも変

化が見られた｡顔には目や口、鼻が描かれるよう

になり髪形にも変化がみられた。

以上のように､社会性の改善により描画が変化

していくという事実が少なからず報告されてい

る。しかし、それらの報告は両者の関連性を詳細

に記述したものではない。そこで本研究では､社

会性の発達と描画の変化の関連性を明らかにす

ることを目的とする。

１
１

3．自閉症児に関する描画研究

自閉症児に関する描画研究を概観すると、描画

発達や描画表現の特異性を示す研究が主流を占

めている。浜谷ら(1989)は、二名の自閉症男児の

事例を報告し、rhr体物図式においては技法使用の

転回期が通常幼児に比べて特異に早いが､人物図

式の場合は特に早いとはいえず、また、二児とも

に描画行動の初発期が４歳頃と遅い｡さらになぐ

りがきはほとんど見られなかったと述べている。

松瀬らC2ool)も同様に、自閉症児の人物画の出現

は遅く、表現も自由画に比べると稚拙なものが多

く、また、自閉症児の描画発達は健常児と同様の

発達過程を辿ることを確認した。しかし、その発

達過程は健常児に比して遅く、自閉症児に特徴的

な表現や偏りが見られると述べている。

また､Hbmasら(1996)は、自閉症児の描画特徴

を四つにまとめている。第一に、彼らの図示技能

は知的機能の一般的な(遅れた）水準よりも優れ

ているだけでなく、同じ生活年齢の普通児が描い

た絵と比べてもたいへん優れている。第二に、報

告された自閉症児は一人も絵に色をつけること

になんら興味を持っていなかった。第三に、普遍

児と比べて絵の題材の好みが異なり、特定の題材

に対する強迫的な関心とでも呼ぶべきものをも

っているようでありそれには人物像がめったに

含まれない。第四には、早期から非常に識Hlで見

る壱の中心の絵を描くことに熟達していたとし

ている。

Selfb,R(1977)は特殊な絵の才能を持つ少女

Nadiaの事例を報告している｡Nadiaは､幼い頃

にいくつかの自閉症の徴候が顕著であったが、３
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Ⅱ方法

1．対象児

本児は知的障害を伴わないいわゆる高機能自

閉症児である。両親と２歳年上の姉、５歳年下の

弟の５人家族である。定頚３ケ月、始歩１２ケ月

で運動発達上の問題はなかった。３ケ月頃には、
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あやすと笑い､壁の模様や人形、ミッキーマウス

の絵本等を見て喜ぶ姿が見られた。１０ヶ月頃に

は動きも活発になりおもちゃの取り合いもする

ようになるがく名前を呼んでも振り向かないこと

が目立ち始める頃であった。１歳半検診にて、診

察や測定を嫌がり再度検査を受けるよう小児発

達センターを紹介された｡そして、1歳７ヶ月時

に発達センターで自閉症傾向があると診断を受

けた。２歳半頃には､絵本やビデオで覚えた単語

を言うようになった｡特に絵本が好きで終わりの

ページが近づくと泣き出して再度読んでほしい

ことを訴えるほどであった。３歳になると２語文

や否定文を話すようになった。そして、３歳１０

ヶ月時に公立保育所に障害児保育該当児として

入所した。登園については、曰によって嫌がるこ

ともあったがお気に入りの看板を見たり、ドライ

ブをしてから登園することで落ち着いて登園で

きるようになった。また、この時期は本児のこだ

わり行動の一つである電柱を描く行為が出現す

る時期でもあった｡保育所での集団活動では参加

することもあれば､参加せずに傍観したり一人遊

びをして過ごすこともあった｡本児が４歳８ケ月

時に実施された新版Ｋ式発達検査における発達

指数は105であった。

毎日の様子が記録されている。内容は､保育士や
他児との関係､集団活動や自由遊び場面での活動
の様子､発表会や運動会等の行事での様子となっ

ている。第三の資料として、Ｋ児が家庭や保育所
で描いた描画である。家庭で描いた描画のなか

で､その時期に頻繁に見られた描画や変化が見ら

れた描画などを選択して母親が手記に添付して

いた｡その描画は､計237枚でありそのうち出現

頻度の高かった人物画70枚、アニメのキャラク

ター51枚、電柱33枚を主な分析資料とした。

3．分析方法

本研究は､社会性の発達及び描画の変化の関連

性を明らかにすることを目的としている。そこ

で､社会性の発達と描画の変化のそれぞれを分析

し、両者を照らし合わせて比較検討をした｡社会

性の発達については､母手記及び保育士記録から

主に自己認知･他者認知に関するエピソードを抽

出し､その発達変化を記述した｡描画については、

心理検査等による診断的な解釈や精神分析的な

解釈ではなく発達的な視点に立ち、描画の対象及

び内容、さらに描画方法から描画の認知的背景を

分析した。

Ⅲ結果と考察

2．分析資料

本研究では、次の三つの資料を分析資料とし

た。第一の資料として、母親がＫ児の成長を記録

した母手記であり２歳６ケ月(以下、２:０６と略

前から６:08までほぼ毎日の様子が記録されてい

る。ただし、４:10から５:００の間は母が出産のた

め記録なしとなっている。この母手記の内容は、

家族やいとこたちとの関係や家庭での生活の様

子､地域の行事への参ibuの様子等が記録されてい

る。第｣‐二の資料は､保育所での様子を記録した保

育士の記録であり、３:１０から５:０３までの記録で

ある。この保育上記録は､母親との'１青報交換のた

めに母が家庭での様子を記録したノートと同じ

ノートに記録されているもので、登園日にはほぼ

1．社会性の発達

1）自己認知
本児の自己認知の発達は質的に異なる４つの時

期に分類された。

(1)表象的自己認知の萌芽(2:06～2:08）

１０ヶ月頃のＫ児は、名前を呼んでも振り向か

ないことが多く、母親もやりとりに困難を示して

いた。しかし、２歳６ヶ月になると、畷j雪ｿﾞﾗｹﾞK二

入園して7;DBうて、勢レク21傭の右i直i事ﾒｰﾉ7ﾋﾟｦｒ－い」

と大きな嵩で手を笏/先う/侭手>詔ｆ２Ｄａ)v)よう

に、呼名反応がみられるようになった。これは

``Ｋ,,という名前が自己を表象していることを理

解できるようになったことを示している６しかし
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この段階では､自己＝“Ｋ”という一義的な理解

に留まっており、表象的自己認知の萌芽の時期で

あると考えられた。

ることも見られた｡現在から過去の自己を対象化

し、想起することが同朧となっているのである。

の他者への志向的自己(4:05～6:08）

せ認戦顛H霧'二:l:i'零i三!；三’j三;ijj
(2)表象的自己認知の成立(2:09～3:10）

この時期になると、竹分のことをノ1ぽてちゃ

ん」といjうＷ母尭iｦ'2,3〕のように、自分のこ

とを名前以外の“ぼく”という人称代名詞で表現

することが可能となっている。また、／潅誠のス

トーリーソクf全笥n頭に入っていてZｳr分のことと星

ね幼(母謁詔:２１ノノとある。このことは、自己

の行為を表象しその行為を切り取って絵本の内

容と重ね合わせることができるようになってい

るのである。さらに、２歳９ケ月には所有意識を

表わす"～の，，という言葉が出現する。本児の所

有意識の言葉は/j母溺のﾉｳYの」≠！》６』ら〃)あさ′Lの

と言って消しjﾌZl2fbliGろＷ母弗iｦＪ２α）から始
まり、３歳になると仁つniZLｿﾞｾﾂﾋﾞｭｰｽﾞをﾉ宮て

′s〃の6Ｋのﾉとい力(母ﾗEi詔:ａｕＪ)ように、
自己のものとしての所有を表わすことよりも母

のものという意識が先に表われた。加えて、自分

と姉の所有意識が同時に出現したことも本児の

特徴である。

ii蕊蕊蕊｜
蕊蕊！
ちゃんじゃないよ」と答;えると菱双ﾊﾟ、腿【：

鯵jT/(母尹記:6Ｍ）)というように“自分は赤ちやｉｐ

んではなくお兄さん，，という意識が芽生え、他者＃

との関係のなかで自己を捉え始めていた－ill
2）他者認知

本児の他者認知の特徴として､母親､父親､姉､

祖母、保育士、いとこのそぅれぞｵTの他者において

認知の仕方が異なる点があげられる。もっとも早

い段階で質的な変化が見られたのは母親であっ

た。以下に、それぞ>ｵ、他者における関係性の変’

遷から他者認知の発達を述べる。

(3)他者視点から対象化された自己(3:11～404O

この時期は、／ビニールのi鍔とﾉﾘｸ、きるように

なｸ蕊i】つると｣美うでと開)て1ﾉﾋﾞｦ聯Jf/腺j言f士7詔銀J

aPz"ということが見られた｡ひもを結ぶこと力湘

手にとって好ましい行動であると理解し、その行

為を繰り返す。これは､褒められている自己を褒

めてくれる他者の視点から対象化して認知する

ことができるようになったことを示唆する。ま

た、／ﾌﾞﾀl髭F糞別つると二十つとしその表ﾉﾘ拳を｡錆〈ごﾂﾘ（

して1ｔrﾉ宮つめるノ（簾j享ﾌﾋﾞ記録：坐伽とあるよう
に、褒められている自己を鏡に映して確認する行

為も見られた。４歳３ケ月には、保育所にて「他

児がある場面の話しをするとその話題に入り肱

/iii;わ』ったノと話打線j亭ﾌﾟﾋﾌﾟ託，鋸:４０(51)ように、

過去の臼己を回想しその時の情動を他者へ伝え

(1)母親

２歳６ケ月の時期は、母親との身体的接触を通

じて自己の不安や不快な気持ちを軽減させてい

た。また、好きなキャラクターを描いてもらうこ

とや絵本を渡して読んで欲しいことを訴える等

具体的な行動を求めることが主であった。３歳１

ケ月になると、母親の言葉を自己の内面に取り込

んだ自己制御の萌芽が見られた。例えば、／:公jHt

７２

画ざ

|,！ －－…＝藍＝詞憩一一一一一一歪一一一一■■凸■■



聯

の:学響)ﾃｶﾉﾋﾟﾉtワノトノとﾉｳ』階やんとノといつき った゜これは､姉を行為主体として認知できてい

ることを示す。２歳９ケ月頃になると、姉の行動

を模倣するようになった。姉が泣くと泣く、怒る

と怒るという具合であった｡姉のことを強く意識

し、同型的に模倣することで姉との一体性を求め

ている。しかし、こうした一体性を強く意識する

がゆえに､非日常的な場面になるとパニックを起

こすこともあった。／〕iiｹntiiZi鐵芸て７ii筋をﾉｰﾌﾉﾌ

ろと応～／ノと泣きなﾉｳ巧讓i'２J織つる／Ｏ碍

記:２ロツや、さらに１年後のお遊戯会でも／】'１ｓ

右夕ろ」と言って舞声ﾉｳ』らおろそうとする/(母手

記:ａ卿というように､jiiljが自分の側を離才[て舞

台といういつもと違う場所にいることを理解で

きていない。５歳２ケ月になると、／､iiiｵi/'二階職

加)い〃とおもちゃをi勘721Ｆ辻ﾉｶiおｳﾘ蟹Jマツ２Ｆ

つば汐ノとｸﾞiｹﾞﾗEの,心醗さ>誌'した言灘f；言うL/O艀

記獅〃というように､何らかの意図を有する主

体として認知できるようになった。

/と栂に=わＩ/Zろ=讓狂;r分で言仰なﾉｳ杉やる/億

尹記:ａ伽というエピソードや、筒ＩＶ７ｒＸ二畳ピク

′ここ危な(リとE;rﾌﾞﾂLで言うノ(母ﾗEi記:ａａＺﾉの
ように、母の言葉を再生することで自己の行動を

制御していることが推察された。

４歳４ケ月になると、質的な変化が見られた。

／悪Ｊ)こととｸ6ﾊｳ)っｎｊなﾉｳ杉ﾉﾗ童i姥辮夕返坑

強ＩｊＪＤｌ調でZ主意ﾌﾞZ5と岸ぐぞ＜ノとE粉ﾂｸ』ら描

き夕をして反i雪の言葉2を?言う-Ｍ母Fｦ宅iﾖﾉ４卿と

いうように､怒っている母の表情からその背景に

ある母の情動の変化や何らかの意図を理解でき

るようになっていることが推察される｡そのため

に、“指きり”というすでに獲得された行為でも

って母親から叱られるという、Ｋにとって不快な

状況をかわそうとしているのだと考えられた。

(2)父親

母親との関係と同様に､初期の頃は父に対して

も具体的な行動を求めることが主であった。しか

し父親に対しては､具体的な行動を求めるに留ま

り行為主体としては認識できているものの､意図

を持った主体であるとの認知には至らなかった。

それは､次のエピソードから推察された。／夕方；

〕!〈鰯ｸﾘ気)6歩7〈:長、蛾7Ｍ鬘ビリⅣ)ろと′;/fi7で；も

えさ地寝て1Jろのアノと七)勘ﾋﾞﾇのｌ嬢子Ｍ７１隻も/l龍

′おj〔fE1rﾉｾﾞﾉおだf雲bつぼ効Lfrかつ厄ノという芒

のJtij(と､ざ／Zに戻って欲しいことを言う｡ノ碑手

記:ａ伽というように､寝込んでいる父の内面に

対する働きかけは見られなかった。しかし、母親

に対しては4歳９ケ月時に次のようなエピソード

が見られた。／72蟹ﾉｳ】)鎧Kごなるとﾉﾙﾘに；《；て背Ⅵ戸をさ

す〃'五>ｸ艫しぐする｡」と言う｡ノ(母ｦEi記'４脇

という具合に母の内面を気遣い接していた。

(4)保育士

本児と保育士との関係は､特定の保育士を気に

入ることで他の保育士へも関係性の広がりが見

られるようになった。２歳７ヶ月頃から特定の保

育士を気に入るようになり、その保育士に甘えて

遊ぶという行動が見られた。また、／E畳;‘詞蟻大

好きﾉｶc佑生にえきって泡'きつくＷ母尭iｦ:３F〃と

いう行動や､お昼寝のときも大好きな先生に甘え

て何度も抱っこを要求するということがあった。

特定の保育士に対して身体接触を求め､愛着を形

成していることがわかる。そして、４歳５ヶ月に

なると、保育士を意図的行為主体として認知でき

るようになった。「活動中、皆の輪のなかをぐる

ぐると回っているので『Ｋ座って」と何度も言う

が聞かない｡担任が椅子から立ち上がると急いで

戻っている」（保育士記録：４:0句というように、

椅子から立ち上がった保育士を見て、自分をi撹

するために立ち上がったことを感じ取って椅子

へ戻ったのである。これは明らかに、保育ｔの意

図に気付いた結果の行動であるといえる。一方で

’
(3)姉

２歳６ヶ月頃の姉との関係は、絵を描くことを

要求したり人形を取り上げて追いかけてくるの

を楽しんだりと、具体的な行動を求める時期であ

７ｓ



藤l
iiim
ij9U･
ｉｆ＃？

ｉＩｊ,

/告繊ﾆﾉ<>f合ぐなCJ・おHiiｹちゃんだ？ﾅ劫jUIい/』[/俺｜
手詔:ａ〃ということや､姉はいとこと遊ぶが本｜

児は母と遊ぶことを選ぶことが多くなった｡時に

はいとこたちと遊ぶこともあるが、トラブルが続

き仲間外れにされてしまうことが多くなった｡す

ると本児自らいとこたちと距離を置き、６歳７ケｉ

月頃には家にいることを好むようになってしま｜
った。

また､本児はいとこを意図的行為主体としての｜

認識には至っていないことが推察された。Ｉ

大好きな保育士に対して距離を置くことも見ら

)r［た。この保育士が現れると他の保育士の後ろに

隠れたり「いや｣と言葉で表現することもあった。

その時期は､代わりとなる別の保育士を気に入る

こともあった。しかし、長続きはせず再びお気に

入りの保育士に積極的に接近し愛着が復活した。

(保育士記録：４:09）
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(5)いとこ

家が近いこともあり、日常的にいとことの関わ

りが多かった。２歳１１ヶ月頃から、いとこたち

が集まると仲間に入りたがるようになり、他の子

どもたちが何をしているのかを見るようになっ

た。そして、時にはいとこたちのなかに入ること

もあったが、自分の思いが通じないと腕を噛むな

どの行為が見られるようになった。その後、一緒

に遊ぶことはあっても本児は自分の世界に入り

込み､お互いに関わることは減少していった。そ

のような時期を経て、３歳７ケ月にはいとこの行

為を模倣する場面が見られるようになった。ま

た、本児にとって興味のないことでもいとこが興

味を示すものなら自分にも興味があるように振

る舞い､何でも皆と同じということを篇哉するよ

うになった。いとことの共同性を志向し、それが

いとこの行為を真似ることや同じ対象を好むと

いうかたちで表出していた。５歳を過ぎる頃にな

ると、いとこが遊んでいる様子を見て、いとこた

ちの行為を真似るだけでなく、自分の遊びたい内

容を伝え、誘うこともできるようになった。この

頃は、いとこたちと良好な関係が構築できてい

た。しかし、５歳８ケ月頃になると`勝つ”とい

うことにこだわりを示すようになりうまく遊べ

なくなってしまった。自分が--番にならなければ

気が済まずに、負けると大泣きするようになっ

た。勝ちを意識するがために、待つことができな

かったり、自分の思い力樋じないと泣き出すこと

が多くなった。さらに、／7ｉｑ母、蒙でＹｊとごたち

とiZi;Ｊ１づ懸軟でijH7iE7ぐなぐなり麟手に帰ろうと

ﾌﾟZうＭＩＬめると会ｶﾞﾃﾞ>`に蘆惣になって':男眺なと／

3）社会性の発達のまとめ
２歳６ケ月頃の本児は､絵本のキャラクターの

言葉や行為をそのまま取り込むことで言葉や行

為が獲得されていた｡表象的自己認知が可能にな

った２歳９ヶ月頃には､自己の身体への関心や自

己主張が見られるようになった。この時期は､自

己の要求を満たすために道具的に他者に関わる

ことが主であり、行為水準での自他の分化が示唆

された。３歳２ケ月頃になると、自分の言葉を用

いた独り言が出現するようになった。この陽隷ｉｉｉの

対人関係は､本児の快の情動と他者の行動との随

伴性を核とするパタン化したものであった｡そし

て、４歳を過ぎる頃には評価される経験の積み重

ねから自己を対象化して認知できるようになり、

さらに情動のコントロールも可能となった。苦手

なことを我慢できるようになったり、不快な状態

を内面化し自ら安定する手段を見出すことがで

きるようになった。４歳４ケ月になると他者を意

図的行為主体として認知できるようになった。こ

のように、自己の情動制御と他者の意図を理解で

きるようになると、他者と駆け引きをすることも

見られた。一方で、５歳４ケ月頃になった頃から

勝負へのこだわI０が出現し、他児を過剰に意識し

始めた。５歳８ヶ月には他児との関わりを全て勝

ち負けの枠組J(ﾉﾋで捉えるようになり自分が－番

にならなけｵTば気力略まず､その結果､他児との

間に様々なトラブルを生じるようになった。
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2．描画の変化

母手記に添付された描画のなかから、出現頻度

の高かった人物画、アニメのキャラクター､電柱

のについて発達変化を以下に述べる。

胴体のついた人物画が完成すると、４歳３ケ月

には自画像や家族の絵を描くようになった(図

1-3)。そして、４歳４ケ月には行為する人物を描

くようになった(図1-4)｡図1-4は跳び箱をする様

子であるが、この頃は保育所で運動会の練習が行

われていた。本児は､友達が跳び箱に覆いかぶさ

るように越えるのを見て、／、。′;〈たいに／と友

達の真似をして跳び箱をやっていたようである。

その様子を再現した描画となっている。

４歳８ケ月になると、人物を略画で描き匿名的

な他者を表現するようになった(図1-5)｡また､略

画のなかにもまつげや髪の毛を書き入れること

で男女の違いを表現している。さらに、５歳を過

ぎる頃には､特定の他者を取り入れて描くように

なった(図1-句。ところが､６歳４ケ月以降になる

1）人物画

人物画は、３歳３ケ月に目と口の顔のパーツの

みで初出した｡頭足人に先立って目や口のみが出

現した本児の独特の描き方に着目し、顔のパーツ

のみの出現を人物画の初出とした。その描き方

は､果物の絵など元々形のあるものに目や口を書

きＭｎる時期から、白紙に目や口だけをいくつも

描くようになった｡その目や口は一つ一つ形が異

なり、表情がうまれていた。そして、３歳９ケ月

に一般的に頭足人と呼ばれる人物画が出現し(図

1-1)､４歳１ケ月になると胴体が出現した｡(図1-2）

図1-2は公文の教材のプリントに描かれていた

らくだの絵に男の子と女の子を描き入れている

ものである。らくだに乗って、不安そうな印象を

受ける表情になっている｡女の子の絵にまつげを

書き入れるのは､姉の真似をしているのだろうと

と人物画を描かなくなってしまった。
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自画像図１－３ (403）

(言霊=貯
図1-4跳び箱（4:04）

LllLiMjjjiiii′
図１－５略画（4:08）

図1-1頭足人（3:09）
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図1-2胴体の出現（401）

７５



胃３

卜

｡､…急葡

図2-2アンパンマンとキテイ（4:０３）
図１Cいとこたち（6:01）

2）キャラクター

キャラクターの初出は２歳７ケ月で､人物画よ

りも早い時期であった(図2-1)｡初出した頃は顔だ

けに限定されており、４歳３ケ月になってキャラ

クターの全身を描くようになった(図2-2)｡顔を描

くことから胴体が出現し、全身像が完成する'１鋼

は人物画とほ|謡一致した。４歳４ケ月になると、

これまでのキャラクターのみを描くこととは異

なり、キャラクターとその場面を描くようになっ

た。この時期は、人物画において行為する人物を

描く時期と重なり、行為者の背景にあるモノや状

況との関係で行為者あるいはキャラクターを認

識しているのだと考えられた。４歳８ケ月になる

と、手足を極端に拡大したり、体に模様を書き入

れるなどしてデフォルメした描画が出現した(図

2-3)。

図2-3デフォルメされたアンパンマン

（4:０８）

3）電柱

電柱の初出は３歳９ケ月であった(図3-1)。電柱の初出は３歳９ケ月であった(図3-1)。そ

の最初の記録には｢横断歩道､信号､モノレール

ロープウェイ、電柱に夢中でその写真や現物を見

ると興奮する。筆を持つとすぐにそ才lらしきもの

を描く｡」（母手記：３:０９）とある。特に電柱を好む

ようになり、外に出るとよく見るようになったと

いう。家に帰るとその電柱を描き、時には…渡に

２０枚近く描くこともあった。それ以降、描く枚

数は増減を繰り返しながら６歳８ケ月まで出現し

た。

－－１

トー１
Ｊ････Ｃ
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図2-1バイキンマン（2:０７）
図3-1初出した頃の電柱（３０９）
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初出した３歳９ケ月の描き方は､電柱のみを描

いていた。そして、４歳２ケ月になると、奥行き

や遠近関係を思わせる描画が出現した(図3-2)｡図
3-2は、登所前に行くドライブコースの電柱であ

る。坂道での電柱が再現され､坂の奥へ行くほど

電柱が小さく描かれている。描画に遠近関係が出

現するのは、一般的には８歳以降とされている。

このような描画技法の発達のずれについて浜屋

ら(1989）は、視覚的な形態をそのまま記'億し再生

している傾向が見られるのではないかと述べて

いる。本児も、「Ｋとお母さんが行ったところ」

や｢今○○(地名)」と言いながら描くことが度々

見られ､行ったことのある場所や、通った場所を

イメージしながら描いていることが推察された。

４歳２ケ月には､電柱に加えてオートバイや車

など実在するものが描かれるようになった(図３－

３)。ところが、５歳１１ケ月になると、家や雲、

木､かたつむり、ちようちよなども書き込まれ自

ら世界を作り出している印象を持つ絵になった。

また、“Ｋピマーン村”と自ら命名し、電柱に加

えて家や家の煙突からでるけむり、家の屋根から

身を乗り出す人、木､バス等が描かれるようにな

り、ファンタジー的な要素が加味されるようにな

った。

さらに、年齢とともに道として描く基底線も複

雑化し地図のように描かれた(図3-4)。

|’
・ヴ
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Ｉ
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＋
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図３－３オートバイや人が描かれる

（4:０２）

Ｐ

'１１ ＃麺ｉ

ｉｉ。：,！（翅 ／ ロ冒夢釘

図３－４地図のように変化した絵

（6:０１）

4）描画の変化のまとめ

人物画は、３歳２ケ月に輪郭がない目と口だけ

の描画として初出した。一般的に人物画の初出

は､頭足人と呼ばれる目や口を囲むほぼ円形の一

本の線に脚や腕らしきものが付け加えられた描

画である。これはなぐりがきの時期に、一つの丸

だけを描いて母親に見立てるなどの象徴期から

次第に特徴的な目や口、lljil1や腕を書き込んでいく

という過程で見られる。本児にもなぐりがきの時

期はあったが､それが頭足人へと変化することは

なかった。本児は､顔のパーツのみを描くことか

ら始まり、あとでそれを囲む輪郭となる線が現

れ、頭足人の出現となった（3歳10ケ月)。４歳

1ヶ月になると、胴体が出現するようになり全身

像力澆成した。４歳３ケ月には、自画像や父母や

姉など家族が描かれるようになった。４歳４ケ月

)
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Ｉｌ
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図3-2ドライブコースの電柱（4:02）
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で家族以外の他者が描かれるようになり、４歳８

ヶ月にはそれまでの具体的な人物画が､イラスト

的もしくは略図的な形態に変化した。５歳を過ぎ

る頃になると、明確な他者を描くようになり名前

を書き入れて表現するようになった。しかし、６

歳４ヶ月以降になると、人物画を描かなくなって

しまった。

キャラクターについては､初発が２歳７ケ月で

あり人物画よりも早く出現したが顔だけに限定

されていた。胴体が出現し、全身像が完成する経

緯はほぼ人物画と一致し、本児はキャラクターを

人物と同種のものとして認識していたことが推

察された。

初発した頃の電柱は､電柱のみをそのまま再現

しており結果として遠近的に見える描画となっ

た。４歳２ヶ月時には、オートバイや車など実在

するものを書き入れるようになった。しかし、５

歳１１ヶ月になるとファンタジー的な要素が加

味されるようになった。

:j蕊１１iii鵜Ji鍵篭三Ｊ１
描画力可能であるのも､見たものをそのまま写し；

取って表わすことができるためだと考えられる。Jlf

忌二lii鰹J:F:１３１１iii妄iiiL鱈謡毫云'Ｊ１
雛される綱であり､そのような`写し取る'ｍｊ
という本児の認知的枠組みも描画表現からも見■；

ることができた。

４歳を過ぎる頃に最初に変化が見ら才［たのは、■：

情動のコントロールができるようになった点で！

ある。苦手なことを我慢できるようになったり、

気持ちの切り替えルートを自ら作り出すことで

'清動を制御できるようになった。さらに、４歳４

ケ月に他者を意図を有する主体であると認知で

きるようになると、ひよこが死ぬことに対して

「かわいそう」と感じるようになった。これＩ,ま、

ひよこの内面性を自己の内面と重ね合わせるこ

「

とによる感じ取りであり、自己の内面を他者へと

転写できるようになっていることを示唆する。ま

た､その頃描かれた人物画は人が行為する場面で

あった｡その人物の背景にある物や出来事とを意

味づけて描くことができるようになった。さらに

5歳を過ぎる頃になると、人物画に名前を入､る

ようになり明確な他者を描くようになった。この

時期は、保育所の生活に慣れ､集団での設定遊び

も一通りこなせるようになっており、さらに友達

関係にも広がりが見られ他児とも一定の安定的

な関係を構築できていた。

ところが、５歳４ケ月に勝負への意識が芽生え

始め、５歳８ケ月には勝つことにこだわるように

なった。自分が負けそうになったり、思い通りに

いかないと泣いて訴えることや､遊びを途中でや

めてしまうこともあった。そのようなことが続

き、他児との間で様々な場面で摩擦を生じるよう

になった。すると自ら他児とのトラブルを回避

するように他児との関わりに距離を置くように

なったのである。この時期は、これまでこだわり

Ⅳ全体考察

社会性の発達においても､描画の変化において

も４歳を境に質的な変化が見られた。４歳以前の

本児は､絵本のキャラクターを静的なモデルとし

て捉え､それらの言葉や行為を取り込むことで自

己と現実世界を結びつけることができた。つまり

キャラクターの行為をコピーすることで自らの

行為を獲得することができたのである。

その頃の描画は､人物画においては３歳２ケ月

時に輪郭のない目と口だけの描画が出現した。ち

ょうどこの時期には､母親の顔を見て「怒ってい

る」と言ったり、自分の顔を鏡に映して「にっこ

にこ、こらっ」と表情を変えて遊ぶ行為が見られ

た。表情の変化を目と口の動きから読み取り、そ

の限定されたパーツのみが人としての最初の認

識であったと推察される。また、人物画に先立つ

１
口
■

２歳７ケ月にキャラクターの描画が初出した

顔のみに限定されていた。なかには、キャラ

７ｓ
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の一つとして描いていた電柱の絵力瀕繁に描か

れるようになった。保育所から帰ってくると、電

柱を描くことかお気に入りの物で自分を囲むな

どして不快な状態を払拭しているようであった。

５歳１１ヶ月には、電柱の絵にファンタジー的な

要素が加味されるようになり、また６歳４ケ月以

降は人物画を描かなくなってしまった。

以上のように、４歳以前は、行為においても描

画においてもモデルとなるものをそのまま“写し

取る”という手段を用いていた。他者とのやりと

りにおいても､特定の他者との愛着関係は成立す

るものの、本児の一方的な関わりや、行為の要求

が主な相互作用であった。しかし、４歳以降にな

り他者を意図的行為主体として認知できるよう

になると、他者関係の広がりとともに柔軟なやり

とりを成立させることが可能となった｡そのこと

が､描画にも如実に表現され､他者の名前を記入

することや他者との楽しい出来事を再現するよ

うになった。しかし、他者との関係に摩擦を生じ

るようになると自ら距離を置くようになり描画

においても人物画を描かなくなってしまった。

本児の描画、とりわけ人物画の発達変化は､社

会性の発達を反映することが明らかとなった。
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